
　自動車の自己診断機能（OBDⅡ）を通じて、主に電子制御装置の検査を
行うOBD検査がスタートし、1年が過ぎました。そして今年の10月1日（水）
からは輸入車のOBD検査も始まりました。輸入車のOBD検査対象車は
2022年10月1日以降に販売された新型車（フルモデルチェンジ車）です。

今後は輸入車の車検入庫がある際は、念のためOBD検査の要否確認の
実施を行うことが望ましいといえます。なお、これに伴い2025年9月30日
（火）をもちまして輸入車のプレ運用も終了し、OBD検査の練習は行えな
くなりますのでご注意ください。
　また、OBD検査に用いる端末（PCやタブレットなど）のOSについて国土
交通省より注意喚起が行われています。Microsoft社のWindows10は
2025年10月14日（火）でサポートが終了することに伴い、今後「特定DTC照
会アプリ」などが使用できなくなる可能性があります。国土交通省はOBD検
査にWindows10を搭載した端末を使用しているユーザーに対して、10月
14日までに端末のOSをWindows11に移行するよう呼び掛けています。
　OBD検査に使用している端末を今一度ご確認ください。
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輸入車のOBD検査
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  新型車（フルモデルチェンジ車）

OBD検査は新たな段階へ
■ 輸入車のOBD検査がスタート！   ■ OBD検査に使用する端末はWindows11への移行を
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AWD-400AH（エア式）／EH（電動式）
大型タイヤリフター

新商品のご紹介

●故障診断、エーミング作業、ホイール
　アライメント確認調整の３つの機能が
　１台で可能
●自動ターゲット表示機能付きデジタル
　ターゲットパネル搭載
●システムを所定の位置に配置し、ワン
　タッチでキャリブレーションを開始可能
●光学カメラ＋自動レーザー誘導により、
　床面設置ターゲットの位置決めが簡単

IA1000WA

ホイールアライメント&ADASキャリブレーションフレームシステム

MaxiSys ADAS IA1000WA

ALB-L（P）
リフト挟まれ防止センサー

※詳細は最寄りの支店・営業所までお問い合わせください

●操作者の死角（検知エリア）にいる人や物
（作業台やタイヤ）などをセンサーで検知
●検知中は制御ユニットの表示ランプが点灯
し、リフト下降を停止
●既設リフトへの取り付けが可能※

AWD-400EH
（電動式）

●立ち姿勢のままタイヤを脱着し、
フロアまで降ろして保管が可能

●タイヤサイズに合わせフォークを
スライドできるフォーク幅スライド
機能搭載

動画

動画



◀▲地上より約1m高い工場フロアに対応すべく“エントランスカーリフト”を設置。天面や落下防止
柵のみならず床下の菱形リンクも白に塗装して、美観を最大限追求

◀▲工場フロア側出入口に設け
られた、ターンテーブル付きの
納車スペース。その奥、右側に
は受付カウンター（下）、左側
には待合室がある

◀▲“エントランス
カーリフト”には車
両センサーで車内か
らも確認しやすい
LED信号を設置し
事故を未然に防止。
   制御盤もLEDライト
付きの特注仕様

新旧フェラーリを安全・高効率に整備でき
最新CIにも合致した大規模サービス工場

USER
REPORT
ユーザーレポート

小型

受付／待合室ロッソ・スクーデリア株式会社 サービス 東京ベイサイド

　東京都港区六本木にショールームを構えるロッソ・スクーデリア
は2009年に創業されたフェラーリ正規ディーラーです。
　当初、サービス工場は東京都目黒区碑文谷に構えておりました
が、「年々お客様の数が増加し、特にコロナ禍以降はその勢いが加
速しました。その結果、碑文谷の工場だけでは対応が難しくなった
ため、新たにお客様を受け入れる専用のサービス工場を東京都国
立市内に開設いたしました」（高橋マネージャー）。
　「当社は世界的に見ても有数の規模を誇るフェラーリディーラー
であり、3～4年に一度の頻度でアップデートされる最新のCI（コー
ポレート・アイデンティティ）に準拠したサービス工場が求められま
す。また、六本木にショールームがありますので、お客様にお越しい
ただいてもストレスのない場所に作る必要がありました」（高橋マ
ネージャー）。
　その結果、従来の碑文谷と国立を移転・統合する形で2025年10
月1日に誕生したのが、「サービス 東京ベイサイド」です。
　新工場は湾岸エリアの埋め立て地にあり、かつ以前はトラック
ヤードだったため、高い床面をほぼそのまま残すという制約のもと
改修する必要がありました。
　しかしながら、細部にまで美観にこだわりつつ、最低地上高が低く

全幅が広いスーパースポーツカーやレーシングカーを安全かつ高効
率に整備可能な機器類を兼ね備え、非常に厳しいフェラーリの最新
CIにも合致した、総計17ベイの大規模サービス工場となっています。
　出入口には専用設計のエントランスカーリフトが設けられると
ともに、上った先にはターンテーブル付き納車スペースと受付カウ
ンターでお客様をお出迎え。
　その奥の待合室には、フェラーリ車の内装と同じポルトローナ・
フラウ社製の本革を用いたソファなどを備え、最上級の憩いの場
としています。
　そして非接触式ホイールアライメントテスター“ARGOS”を、“お
客様の目に見える場所に置いて信頼を獲得すべく”、整備エリアに
入ってすぐの場所に設置。「高額なカーボンホイールを装着する車
両もある中でターゲットを各輪に取り付ける必要がないうえ、作業
サイクルが極めて短く、新旧フェラーリ各車に幅広く対応できる」
（高橋マネージャー）のが導入の決め手だったといいます。
　「今後メカニックを増員できればさらなる設備の拡充も計画す
る」（高橋マネージャー）という同工場。すでに同業他社が見学に訪
れるほどで、今後さらに注目を集めることでしょう。

フェラーリ正規ディーラーとして、国内およびアジアでも最大規模を誇るサービスセンターのプロ
ジェクトに携わらせていただきました。
最新のCI（コーポレート・アイデンティティ）に準拠し、最先端の機器を導入することで、メカニッ
クの皆様が最高のサービスを提供できる環境を整えたサービスセンターが完成いたしました。
今回、特注のエントランスカーリフトは一から設計し、安全性を確保しながらも、エントランスの
外観と調和するよう、シンプルかつスタイリッシュなデザインを目指して試行錯誤を重ねました。
今後とも、ロッソ・スクーデリア株式会社様のお役に立てるよう、そして最高のサービスをご提供
できるよう、努めてまいります。

営業担当者のココがポイント！

左：東京支店 新居　右：サービスマネージャー 高橋様　

店舗情報

マーケティング＆
デジタルマネージャー

加藤 久貴 様

サービス 東京ベイサイド
サービスマネージャー

高橋 輝彦 様

今回お話を伺った方

ロッソ・スクーデリア株式会社
サービス 東京ベイサイド
東京都江東区辰巳2-4-10
TEL：03-5534-5802
従業員：
21名（メカニック11名）
敷地面積：
2,645平方メートル
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図面でわかる！

ここがポイント！
スーパースポーツカー特有の構造に合わせて
損傷リスクを最小化する機器類を積極的に導入

サービス工場ロッソ・スクーデリア株式会社 サービス 東京ベイサイドユーザーレポート 小型

▲フェラーリ指定のライトグレーで塗装された専用キャビネッ
ト。随所に隙間を設け、入庫車両から取り外したアンダーカ
バーなどの大きな部品の保管場所に

このページに
掲載している
機器のカタログを
ご覧いただけます

▲磨きスペースにはビニールカーテンを設置し
コーティング施工時などのホコリ付着を低減

▲低床仕様立体駐車場を導入した車両置き場は整備
ストールと区別すべく床を未塗装に

一般整備ストール

5 5 5 5

5 5 5

5 5 5

1 エントランスカーリフト×1基
2 タッチレスアライメントテスターARGOS（FULLタイプ）×1基
3 マルチアライメントリフト ※特注3.5tタイプ×1基
4 カラー画像処理方式 手動ヘッドライトテスター（HLI-223）×1基
5 門型リフト ※特注幅広3.2tタイプ×10基
6 専用キャビネット×26台

その他 2連リール×17基／3連リール×1基／
オイルリール×6本／排気リール×3本

配置図
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▲2列に整然と配置された10基もの特注の幅広仕様の“門型リフト”。アンダーカバーが車体下面全体に装着された車両でも安全にリフトアップでき、
　かつドアの開閉時も気にすることなく作業に集中。先端が薄い 3段式アームを採用
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◀▲“ARGOS”は納車スペースから見える場所に配置され、お客様からの信頼獲得にも
寄与。“マルチアライメントリフト”は電動車対応を見据え能力を3.5t にアップ
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▲スウェーデンのバス・トラックメーカー、スカニアの指定工場として機能する新設工場

▲建設機械の整備工場（左側）の正面に新工場を竣工
　（右側）

▲検査ライン前のヘッドライトテスターは検査ラインへの入庫が難しい大型建設機械用。
　そのためライン手前は広大なスペースを確保

▲女性メカニックがいつでも採用できる
ようにと平良社長の思いで女性も働き
やすい環境に改善

▲3,000坪の敷地面積を有する事業所入口には守り神シーサーが
お出迎え

▲5Sが行き届いた事務所内の様子

事務所/サービス工場

建設機械の販売・整備のエキスパート事業者が大型車部門を拡充
輸入車販売の指定工場として県下随一の大型工場を新設

株式会社 大平機械

店舗情報

USER
REPORT
ユーザーレポート

大型

代表取締役
平良 太樺子 様

サービス部
車検フロント
部長

喜納 雅之 様

今回お話を伺った方

株式会社 大平機械
沖縄県中頭郡西原町字小那覇1288
TEL：098-945-7272
従業員：
42名（メカニック26名）
敷地面積：
9,221.72平方メートル

　沖縄県が日本に返還される4年前の1968年、建設機械の貸渡

業からスタートした株式会社大平機械は、「親切・感謝」をモットー

に業績と業容を拡大してきました。建設機械の販売・整備への展

開では、各建設機械メーカーの指定工場に、さらには大型車の車

検・点検を含めた自動車整備へと拡充を図っています。2021年に

は、創業者の平良政治氏（現取締役会長）から平良太樺子氏に事

業を承継、同社は次代への新しい一歩を踏み出しました。ちょうど

その頃、スウェーデンのトラック・バスメーカー、スカニアの大型車

を業販したことで、同社はスカニアのサービス工場に指定されま

した。そして2024年6月にスカニアの正規販売店となったことで、

サービス工場の新設に至ったのです。スカニアの指定工場規定に

則った工場づくりを進めるとともに、メカニックとして大平機械に

入社した平良社長は「機能性と美観を重視した明るい整備工場

に」との思いを込めました。熱い思い入れを集約した新工場は、

2025年4月25日より稼働を開始しています。

大型車部門をさらに拡大
　同社における建設機械と大型車の売り上げ構成は9対1で推移

しており、平良社長は「大型車部門をさらに伸ばしていきたい」との

将来ビジョンを掲げています。スカニアとの正規販売店契約をそ

の足掛かりとし、サービスと販売の両輪で大型車部門を拡大して

いく考えです。

　新整備工場には、“ツインパワーリフト”の4柱タイプを2基導入

しました。喜納部長は「トレーラーの入庫が多くフルトレーラーも

入庫するため、4柱タイプがより効率的に整備できると考えまし

た。また前後縦列で整備するシーンも想定しています」と作業効率

とメカニックの負担軽減の重視が導入理由だったと述べていま

す。また、同様の理由から“ホイールドーリー”12基を導入しまし

た。ホイールドーリーはタイヤの回転が可能でボルトの位置合わ

せが楽に行える、回転フォーク仕様です。整備を経験した平良社長

の思いが伝わります。

“ラインマスター”の導入で車検業務を強化
　同社の年間の入庫台数は現在1,300台。このうち車検は500台

実施しています。今後、入庫の増加を見込むとともに、OBD検査な

どの実施が本格化するにつれ、検査の複雑化が予想され、車検業

務の効率化とコンプライアンスは同社にとっての課題となってい

ました。とりわけ、大型車の検査基準は複雑であり、検査時の

ヒューマンエラーが生じる可能性は否めません。トータル車検シス

テム“ラインマスター”の導入によりコンプライアンスの強化と作

業効率の向上が図られ、車検品質をさらに高めることで、大型車

部門の強化に繋げていく構えです。

▲トータル車検システム“ラインマスター”を
導入。コンプライアンスと生産性向上を両立

▲多数の建設機械が連なり、迫力満点

▲

台
風
対
策
と
し
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
中
心
に
支
柱
を
建
て

る
の
は
沖
縄
で
は
標
準
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図面でわかる！

ここがポイント！

サービス工場株式会社 大平機械ユーザーレポート 大型

▲

天
井
高
さ
9
．5
2
4
m
。高
さ
の
お
か
げ
で
風
通
し
も
良
い

▲

”4
柱
式
ツ
イ
ン
パ
ワ
ー
リ
フ
ト 

“の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る

縦
列
整
備
を
積
極
的
に
活
用

1 車検ライン
（ラインマスター＋大型BSテスター＋サイドスリップテスター＋
手動式カラー画像処理方式ヘッドライトテスター＋
大型フリーローラー）

2 2柱リフト（OSP25）×2基（移設）
3 パンタ式トータスリフト（BSC32KU）
4 4柱式ツインパワーリフト（TWPF601N）×2基

多種多様な車両の入庫を想定した最新設備を導入

このページに
掲載している
機器のカタログを
ご覧いただけます

4 4 2 3 2 1

▲検査ラインを含めて全6 ストールを配備。特殊車両の入庫を想定し、高さと奥行をしっかり確保

▲以前の工場ではリフトを導入しておらず、整備の生産性向上を実感

▲小型トラックの整備用として“トータスリフト”（中央）を新たに納入。リフト手前でも特殊車両の整備が
できる広さ

▲明るい工場づくりの一環として床面のカラーは
クリーム色を採用

▲▲パンチングボード
にはスカニアの指定
工具。ボードにイラス
トを記載して工場美
観をキープ

▲12基の“ホイールドーリー”は
回転フォーク仕様。ボルトの位
置合わせも楽々対応

左：代表取締役 平良様、左中央：部長 喜納様
右中央：エムケイ商事代表者 喜屋武様（販売会社）
右：沖縄営業所 垣花

大平機械様とは当社創立以前からのお得意様でして、40数年のお付き合いになります。平良社
長におかれましては、これまでの整備環境を見直し、作業効率を計りたい思いから今回新規工場
の実現に至りました。これからも、営業フォローはもちろんの事、アフターサービスについても全
力を尽くしサポートしてまいります。（有限会社エムケイ商事 喜屋武 浩様）

販売会社担当者のココがポイント！

大型車の入庫が多く、限られたストールの中でより作業効率よく整備できるよう４柱ツインパ
ワーを２基導入して頂きました。トレーラーなど車両が長い車の整備、ホイールベースが短い車
両は縦列で整備し、幅広く活用して頂いております。今後も安心して機器をご使用して頂けるよう
エムケイ商事様と協力してしっかり対応いたします。（沖縄営業所 垣花）

安全自動車担当者のココがポイント！

車検ライン小型車両整備ストール大型車両整備ストール

配置図

出入口
建設機械
整備工場

事務所棟 自動車
整備工場

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
室

奥行
20,000mm
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